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研究目的
治療で予後が改善した HIV 感染症であるが、精神的 ･
心理的課題が指摘されている。本研究では HIV 陽性者
の精神 ･ 心理的実態を明らかにし、より効果的な精神
･ 心理的支援を開発し、心理的支援を統合した診療ネッ
トワークモデルの提供を試みる。
研究１（大山） 　HIV 陽性者へのカウセンリングの効果
を実証的に示す。また、陽性者の心理的課題を特定し、
それにふさわしいカウンセリングの方法や技法を検討
する。
研究２（安尾）　HIV 陽性者の行動面の障害を伴う問題、
中でも受診中断について、その心理的背景を明らかに
する。
研究３（村井）　HIV 感染者の心理的ストレスの背景に
ある HIV 関連神経認知障害 (HAND) の神経基盤につい
て、MRI 画像統計解析により明らかにする。
研究４（池田）　体制を、大学病院精神科、単科精神科
病院、公立精神科病院、精神科診療所の連携により構
築する。連携を実現するための精神科医療の専門職向
けの教育資材を開発する。
研究５（山田）　血液製剤由来 HIV 陽性者にとって有益
な心理的支援方法を、心理学、社会学、ピア（当事者）、
医療者の様々な視点から検討する。

研究方法
研究１（大山）　研究協力の申し出のあった HIV 陽性者
に、臨床心理士による支持的技法の標準的なカウンセ
リングを行い、その前後および中間地点において、質
問紙や投映法などの複数の心理検査を通して評価する。
研究２（安尾）　①大阪医療センターの HIV 陽性者 168
名を対象に、診療録から基本属性、受診中断歴、受診
無断キャンセル数等を抽出する。②同施設の HIV 陽性
者を対象に、受診中断等行動面の障害を伴う問題の有
無の調査、心理尺度を用いた量的調査を実施し、さら
に他の慢性疾患（糖尿病・高血圧症）の患者各 200 名
に同様の調査を実施し、比較を行う。
研究３（村井）　大阪医療センターで取得済みの疾患群
対照群各約 40 名、合計約 80 名のデータを用い、患者
群と対象群の脳灰白質体積、白質繊維の障害の比較を
行う。これら脳構造異常と認知機能検査や血液データ
等臨床所見（感染状態）との相関等について画像統計
解析を行う。
研究４（池田）　平成 30 年度は、大阪府、大阪精神科
病院協会、大阪精神科診療所協会などの協力得て、大
阪府下の全精神科医療機関に対して、直近半年間の
HIV 関連精神疾患の診療実績、診療上の留意点、紹介元、
紹介先などを郵送によるアンケート調査を実施した。
研究５（山田）　薬害被害者とその医療従事者を対象に
ライフストーリーを中心としたインタビュー調査を行

治療の進歩で予後が大きく改善し慢性疾患と位置づけられるまでになった HIV 感染症であるが、治癒はないた
め HIV 感染者の HIV 感染の状況には変わりは無く、生きづらさや精神心理的困難を抱えていることが少なくない
と言っても過言ではなく、精神的 ･ 心理的課題が指摘されている。本研究は昨年度まで「HIV 感染症および合併
症の課題を克服する研究」班の研究分担として実施して来たが、研究課題の重要性と専門性が高いため、本年度
より独立した研究班と位置づけられた。本研究では、先行研究成果を踏まえ、HIV 陽性者の精神 ･ 心理的実態を
明らかにし、より効果的な精神 ･ 心理的支援を開発し、心理的支援を統合した診療ネットワークモデルの提供を
試みた。研究は、研究１「カウンセリング等心理支援の評価」、研究２「HIV 陽性者の心理的問題点と対策の検討」、
研究３「MRI 画像による HIV 神経認知障害の神経基盤の解明」、研究４「HIV 陽性者の精神疾患医療体制と連携体
制の構築」、研究５「薬害被害者の心理的支援方法の検討」の５つの分担研究を実施した。
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う。とくに患者については以下の作業を行う。これま
で実施したインタビューの語りをより深く理解するた
めに、いわゆる「薬害エイズ事件」という歴史的・社
会的文脈の視点も組み入れて、再整理を行う。この作
業を通して、HIV チーム医療の医療従事者における語
りの「文脈」ならびに「意味」も明確にすることがで
きる。そして、これらによって、患者と医療従事者双
方とって、より良い心理的支援方法の像を映しだす。

研究結果
研究１（大山） 　3 事例が終了し、うち 2 事例におい
て詳細な分析が完了し、抑うつや不安気分の著しい改
善を認めた。3 事例目においては、心理アセスメント
の分析の途中であるが、社会生活面での改善を認めた。
研究２（安尾）　約 20％に受診中断歴があった。受診
中断歴の有無による 2 群化で、年齢、治療歴の有無、
無断キャンセル数に有意差を認めた。メンタルヘルス
や物質使用に関する記述の有無では差を認めなかった。
研究３（村井）　中間解析の結果、白質繊維について対
照群と比較して患者群の拡散異方性の違いは認められ
なかったが、脳梁や内包前脚等の脳部位で平均拡散能
や放射拡散係数が有意に増加していた。運動機能や知
覚統合と脳梁などの脳部位の平均拡散能との間に負の
相関を認めた。
研究４（池田）　予備調査票の送付準備が整い、本調査
票も完成した。大阪大学医学部倫理委員会での審査の
手続き中である。
研究５（山田）　今年度は、歴史的出来事に沿って患者
の語りを整理することで、インプリケーションが得ら
れた。また、ブロック拠点病院のチーム医療について、
研究成果をまとめることができた。

考 察
研究１（大山）　カウンセリングによる支援が、HIV 陽
性者の精神的健康を高め、社会生活への参加を改善す
ることが示唆された。
研究２（安尾）　①受診の無断キャンセルが多い陽性者
は、受診中断する可能性も高いことが推察された。無
断キャンセル後の来院時に無断キャンセルに至った要
因を検討し、受診の障壁への介入が重要と考えた。メ
ンタルヘルスや物質使用については問題の自覚や自発
的発言が容易でないため、医療者による意識的なアセ
スメントが求められる。②研究実施に向け手続きを進
める。
研究３（村井）　HIV 患者群の白質神経繊維では、放射
拡散係数の増加を認めることから、髄鞘の変性が生じ
ていることも考えられる。
研究４（池田）　連携システムの中核と考えられていた
国立病院機構大阪医療センター精神科部長の急病によ
り、一時的に診療体制を大きく縮小せざるを得なくな
り研究の進捗が半年遅れたが、12 月から急速に遅れを

取り戻しつつある。
研究５（山田）　薬害被害者の心理的支援方法について、
これまでのインタビュー内容を歴史的出来事に沿って
位置づけると、HIV ／エイズが社会的に大きなスティ
グマとみなされた時期の前後において、患者自身の
HIV 感染に対する意識も、医療機関の対応も大きく異
なっていることがわかった。和解後に整備された HIV
チーム医療の評価については、あるブロック拠点病院
のチーム医療における心理的支援方法について、詳細
に明らかにすることができた。それはカウンセリング
を特別なものではなく、日常の医療活動の中に自然に
位置づける――カウンセリングの敷居を下げて使って
もらいやすいようにするなど――試みであった。

自己評価
研究１（大山） 　１） 達成度について：事例数がまだ少
なく、この点では当初計画より遅れがあるが、成果は
十分に示せている。2） 研究成果の学術的・国際的・社
会的意義について：これまで、HIV 陽性者に対するカ
ウンセリングの効果を、心理アセスメントにより実証
的に示した研究は存在せず、学術的意義 ･ 社会的意義
が大きい。3） 今後の展望について：事例数を増やして
いくことにより、さらに結果に信頼性が増すことと思
われる。京都市立病院において研究を実施できる目処
がたってきたので、今後の進展が期待できる。
研究２（安尾）　１） 達成度について ：①予定通り達成
された。②現在再申請の手続き中で今年度中に開始す
る予定であり、次年度中に分析まで完了する予定であ
る。2） 研究成果の学術的・国際的・社会的意義について：
受診中断の要因については、国内外における先行研究
でも年齢や治療歴等は指摘されていたが、本研究では
無断キャンセルとの関連性が明らかとなり、この点は
各医療機関において具体的に介入を展開する上で示唆
に富むものと考える。3） 今後の展望について：研究 1
および 2 の結果を踏まえ、平成 31 年度には受診中断
に至る心理的力動を明らかにするための調査研究のプ
ロトコールを検討し、平成 31-32 年度に実施・分析する。
研究３（村井）　1) 達成度について：順調に解析継続
中。今後も継続し、結果を確定させる予定。2) 研究成
果の学術的・国際的・社会的意義について：HAND の
生物学的基盤・病態について、MRI 画像を用いること
により、認知機能検査と採血のみでの評価よりも正確
かつ詳細に検討することができ、陽性者の心理的スト
レスの背景、心理的支援にあたって考慮すべき基盤と
なる情報を提示できると考える。3) 今後の展望につい
て：画像統計解析を継続し、灰白質、白質の解析結果
から得られた所見を統合し、HAND の神経基盤を明ら
かにする。
研究４（池田）　１） 達成度について：研究が半年遅れ
ていたが、来年度の診療体制の目処が立ち、2019 年 1
月に大阪府下の精神科医療機関に予備調査の送付、本
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調査の大阪大学医学部倫理委員会への提出ができた。
2） 研究成果の学術的・国際的・社会的意義について：
治療の進歩によって予後が大きく変わりつつある HIV
陽性者の精神疾患、すなわち HIV 脳症由来のうつ病、
アパシー、認知症、さらには２次障害とも言える HIV
陽性が判明したことによる反応性の抑うつ状態や適応
障害（以下、HIV 関連精神疾患）の診療体制を構築す
るためのモデルができれば、国際的にも社会的意義は
極めて大きい。3） 今後の展望について：平成 31 年度
以降は、アンケートにより診療実績の多かった機関を
直接訪問し、診療連携構築への協力を依頼する。さらに、
アンケート並びに訪問によって明らかになった課題の
解説や協力機関のリストを盛り込んだ専門職向けの冊
子の作成を目指す。
研究５（山田）　1） 達成度について：薬害被害者の心
理的支援方法について、これまで蓄積したデータを分
析し、一定の知見を得ることができたので、初年度の
課題は達成できた。2） 研究成果の学術的・国際的・社
会的意義について：ここで得られた研究成果は学術的
にはライフストーリー研究の進展に寄与し、国際的・
社会的には、薬害被害者の心理的支援方法について、
具体的な方法を示唆することができると考える。3） 今
後の展望について：さらにインタビュー対象者を広げ
ることで、今年度の研究成果を検証することができ、
チーム医療について具体的な支援方法を他の医療機関
に伝えることができる。

結 論
研究１（大山）  　HIV 陽性者への支援の方法として心
理カウンセリングが有効であり、精神的健康や社会参
加を改善することが見いだされた。
研究２（安尾）　受診中断を予防するため、受診の無断
キャンセル発生時に介入の必要性が明らかとなった。
今後、介入方法について検討する必要がある。
研究３（村井）良好な結果が得られつつある。解析を
継続し、結果をまとめる。
研究４（池田）　アンケートの結果によって、HIV 関連
精神疾患の診療連携の施設に該当する精神科医療機関
に対し、診療拠点となる承諾を得る必要がある。
研究５（山田）　患者と医療従事者を対象にした薬害被
害者の心理的支援方法について、それぞれが置かれた
具体的状況に即した効果的支援方法を提示できる礎を
提供できた。
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